
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 あいち造形デザイン専門学校 
設置者名 学校法人電波学園 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 
課程名 学科名 夜間･

通信制

の場合 

実務経験のある教

員等による授業科

目の単位数又は授

業時数 

省令で定める基準

単位数又は授業時

数 

配

置

困

難 

文化教養

専門 

コミック総合学科※ 夜・通

信 

10 単位 10 単位  

グラフィックデザイン学科 夜・通

信 

7 単位 

 

7 単位 

 

 

造形デザイン学科 夜・通

信 

7 単位 

 

7 単位 

 

 

企画デザイン学科 夜・通

信 

7 単位 

 

7 単位 

 

 

コミックイラスト学科 夜・通

信 

7 単位 

 

7 単位 

 

 

マンガ・アニメ学科 夜・通

信 

7 単位 

 

7 単位 

 

 

研究科(１年課程) 夜・通

信 

4 単位 4 単位  

備考 
 

※令和 8 年度 4 月より開設（3 年課程） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

本校事務局にて、刊行物を備え付け閲覧の求めに応じる形式を採用。 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

 

 

 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 あいち造形デザイン専門学校 

設置者名 学校法人電波学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校法人電波学園公式 Web サイト「学園概要」「役員名簿・規程等」 

https://www.denpa.jp/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 司法書士 

R7 定時評

議員会終了 

～ 

R11 定時評 

議員会終了 

法務担当 

非常勤 税理士 

R7 定時評

議員会終了 

～ 

R11 定時評 

議員会終了 

法務・財務担当 

非常勤 弁護士 

R7 定時評

議員会終了 

～ 

R11 定時評 

議員会終了 

労務・法務担当 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 あいち造形デザイン専門学校 

設置者名 学校法人電波学園 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基

準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

１）授業計画（シラバス）の作成過程 

  教育課程編成委員会（業界関係者・有識者で構成）及び各学科会議の意見を踏まえ、あ

らかじめ定められた「学校教育目標」と「各科の教育目標」に沿い、前期及び後期の授

業計画（シラバス）を授業担当者が作成する。作成に際しては、各学科の専任教員を中

心に、非常勤講師と授業内容の検討を重ね計画を立てる。 

２）授業計画（シラバス）の作成時期 

  シラバス作成時期は、2～3 月上旬に実施する。 
３）授業計画（シラバス）の公表方法と時期 

  シラバスの公表方法は、本校 HP 上（インターネット）で広く一般に公表している。進学

希望者等も閲覧できるように対応している。 

  公表時期は、前期・後期共に 4 月より HP 上で公表予定としている。 

授業計画書の公表方法 
あいち造形デザイン専門学校 Web サイト 

「高等教育の修学支援新制度対象校」 

https://www.design.ac.jp 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学

修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定している

こと。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

１）成績評価の方法・基準・単位付与 

 「講義科目」、「演習科目」、「実技科目」、それぞれに成績評価方法を定め、シラバス内に

記載しており、以下各科目において採点基準に基づき、60 点以上を合格とし、合格した

科目について単位を付与する。 

「講義科目」 

各単元終了時に確認テストを実施し、学期末のテスト【100 点満点】を行う。 

採点基準は、100 点～90 点＝S、89 点～80 点＝A、79点～70 点＝B、69 点～60 点＝C、60

点未満＝D（不合格）とする。 

「演習科目」、「実技科目」 

作品制作の発想の段階で、幅広いアイデアから検討されている【20 点】。目的に沿ったコ

ンセプトを立て、デザイン的な構成・配色や表現ができている【80 点】。この 2 点の合計

で、作品評価【100 点満点】とする。作品課題が複数の場合は、作品評価点（各 100 点満

点）の総合計を課題数で割った平均とする。科目の最終評価点は、作品評価に 0.8 を乗

じたものに、平常点【20 点】を加算して算出する。平常点は、欠課１回に対し１点減点

とする。採点基準は、100 点～90 点＝S、89 点～80 点＝A、79 点～70 点＝B、69点～60

点＝C、60 点未満＝D（不合格）とする。 

２）各科目について到達目標の明示 

授業計画（シラバス）においては、各科目の学修到達目標、各回の授業における到 

達目標、予習・復習の取り組み内容、成績評価方法を明示する。  

また、学生便覧にはカリキュラムマップを掲載し、各学科の教育目標を図式化する 

ことで、学生が学修の全体像を理解しやすいよう配慮する。 

３）学修意欲把握の取り組み 

クラス担任は、前期・後期それぞれ 2 回、学生と個人面談を行い、授業計画に沿っ 

て、問題なく学修に取り組めているかを確認する。 面談の結果、支援が必要と判断 

した場合は、心理士への相談につなげる体制を整えている。こうした取り組みによ 

り、学生が継続して学ぶ意欲を保てるよう、学修意欲の把握に努める。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 
１）授業科目ごとの成績評価を点数（100 点満点）に換算した上で、取得した点数の平均を求

める仕組みを導入している。 

２）全教科の評価は、100 点満点とし、60 点以上を合格点とする。 

３）複数の教科目担当教員によって行われる科目の成績については、複数の教科目担当教員

の中から責任者を定め、責任者が評定する。 

４）「客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料」は、以下ホームページへ掲載して 

いる。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

あいち造形デザイン専門学校 Web サイト 

「高等教育の修学支援新制度対象校」 

https://www.design.ac.jp 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
１）卒業認定方針 

卒業の認定に関しては、以下ホームページへ掲載している「ディプロマポリシー」に基

づき公表するとともに、適切に実施している。 

２）卒業の認定基準 

  卒業の認定は、以下すべてを満たした者とする。 

その学年を通じ校長の定める出席すべき日数の 10 分の 8 以上に出席し、かつ所定の 

全教科目を受験し、その評価がいずれも 60 点以上であること。 

出席日数は、出席すべき日数から欠席日数、欠課・早退３回、および遅刻６回をもっ 

て欠席１日と換算する欠席日数を減じて算出し、校長の定める出席すべき日数の８割 

以上の出席を満たすものとする。 

学年を通じ学費を完納していること。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

あいち造形デザイン専門学校 Web サイト 

「高等教育の修学支援新制度対象校」 

https://www.design.ac.jp 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 あいち造形デザイン専門学校 

設置者名 学校法人電波学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 学校法人電波学園公式 Web サイト https://www.denpa.jp 
収支計算書又は損益計算書 学校法人電波学園公式 Web サイト https://www.denpa.jp 
財産目録 学校法人電波学園公式 Web サイト https://www.denpa.jp 
事業報告書 学校法人電波学園公式 Web サイト https://www.denpa.jp 
監事による監査報告（書） 学校法人電波学園公式 Web サイト https://www.denpa.jp 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 文化教養専門 コミック総合学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

 

 

昼間 95単位 

 

3 
単位 

34 
単位 

0 
単位 

0 
単位 

0 
単位 

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

90人 30人 0人 2人 4人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
あらかじめ定められた「学校教育目標」と「各科の教育目標」に沿って、前期及び後期の授業

計画（シラバス）を授業担当者が作成する。 

授業科目は、次に定める必修科目、自由科目に区分する。 

一 必修科目は、全科目を履修し、評価を受け単位を修得しなければならない。 

二 自由科目は、該当学年において、履修と単位の修得について卒業要件に算入しない科目 

とする。 

卒業までに履修する単位数は、3 年課程においては必修科目 95 単位とする。 

授業科目の単位数は 1 単位の履修時間を教室内及び教室外を合わせて 45 時間とし、次の基準

により単位数を定める。 

一  講義および演習については、15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

二 卒業制作の授業科目については、「芸術等の分野における個人指導による授業について 

は、専修学校が定める時間の授業をもって一単位とする」こと、及び「卒業研究、卒業 

制作等の授業科目については、これらの学修の成果を評価して単位を授与することが適 

切と認められる場合には、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を定めることがで 

きる」と定める専修学校設置基準に鑑み、15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位と 

する。 

成績評価の基準・方法 



  

（概要） 
「講義科目」は、各単元終了時に確認テストを実施し、学期末のテスト【100 点満点】を行う。

また「演習科目」は、【100 点満点】の最終評価点の得点に対し 0.8 を乗じたものに、平常点

【20 点】を加算して算出する。採点基準は、100 点～90 点＝S、89 点～80 点＝A、79 点～70

点＝B、69 点～60 点＝C、60 点未満＝D（不合格）とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
卒業の認定は、以下すべてを満たした者とする。 

その学年を通じ校長の定める出席すべき日数の 10 分の 8 以上に出席し、かつ所定の全教科目

を受験し、その評価がいずれも 60 点以上であること。 

出席日数は、出席すべき日数から欠席日数、欠課・早退３回、および遅刻６回をもって欠席１

日と換算する欠席日数を減じて算出し、校長の定める出席すべき日数の８割以上の出席を満

たすものとする。 

学年を通じ学費を完納していること。 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を敷いて学生個々の個別相談、学習指導を行っている。また、「デザイント

ライアル」は担任が運営する授業として設定されている。主に、この時間を活用し専門分

野の学習指導や生活への助言を行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

（備考）（任意記載事項） 
令和 8 年度 4 月より開設 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

人 人  ％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任は、定期的な個人面談および日々の授業・生活場面での観察を通じて、学生の

学習状況や生活面に不調が生じていないかを把握するよう努めている。 また、年 1回の



  

保護者会を実施し、必要に応じて保護者と連携を図り、退学につながらないよう早期支援

に取り組む。 

加えて、学園では専門カウンセラーである臨床心理士が定期的に巡回し、学生の心の健康

を支えるための相談（予約制）に対応できる体制を整えている。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 文化教養専門 グラフィックデザイン学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な

総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

 

 

 

 

昼間 
65単位 

（2160 単位時間） 

 

3 
単位 

 

（0 

単位 

時間） 

34 
単位 

 

（540 

単位 

時間） 

0 
単位 

 

（0 

単位 

 時間） 

0 
単位 

 

（0 

単位 

時間） 

0 
単位 

 

（540 

単位 

時間） 

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 64人 1人 3人 6人 9人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
あらかじめ定められた「学校教育目標」と「各科の教育目標」に沿って、前期及び後期の授業

計画（シラバス）を授業担当者が作成する。 

授業科目は、次に定める必修科目、自由科目に区分する。 

一 必修科目は、全科目を履修し、評価を受け単位を修得しなければならない。 

二 自由科目は、該当学年において、履修と単位の修得について卒業要件に算入しない科目と

する。 

卒業までに履修する単位数は、2 年課程にあっては必修科目 65 単位とする。 

授業科目の単位数は 1 単位の履修時間を教室内及び教室外を合わせて 45 時間とし、次の基準

により単位数を定める。 

一  講義および演習については、15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

二 卒業制作の授業科目については、「芸術等の分野における個人指導による授業について

は、専修学校が定める時間の授業をもって一単位とする」こと、及び「卒業研究、卒業制作等

の授業科目については、これらの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認めら

れる場合には、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を定めることができる」と定める専

修学校設置基準に鑑み、15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
「講義科目」は、各単元終了時に確認テストを実施し、学期末のテスト【100 点満点】を行う。

また「演習科目」は、【100 点満点】の最終評価点の得点に対し 0.8 を乗じたものに、平常点
【20 点】を加算して算出する。採点基準は、100 点～90 点＝S、89 点～80 点＝A、79 点～70

点＝B、69 点～60 点＝C、60 点未満＝D（不合格）とする。 

卒業・進級の認定基準 

卒業の認定は、以下すべてを満たした者とする。 

その学年を通じ校長の定める出席すべき日数の 10 分の 8 以上に出席し、かつ所定の全教科目

を受験し、その評価がいずれも 60 点以上であること。 

出席日数は、出席すべき日数から欠席日数、欠課・早退３回、および遅刻６回をもって欠席１

日と換算する欠席日数を減じて算出し、校長の定める出席すべき日数の８割以上の出席を満

たすものとする。 



  

学年を通じ学費を完納していること。 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を敷いて学生個々の個別相談、学習指導を行っている。また、「デザイント

ライアル」は担任が運営する授業として設定されている。この時間を使って、専門分野の

学習指導や生活への助言を行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

「キャリアガイダンス」を就職担当教員が実施している。また不定期ではあるが企業様に来

校いただき「特別講義」を実施している。後期には学内企業展を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

公益社団法人  色彩検定２級 受験者数 1人  合格者数 1人 

        色彩検定３級 受験者数 6人  合格者数 5人 

（備考）（任意記載事項） 
令和 7 年度 4 月より開設 

「全課程の修了に必要な総単位数」及び「開設している授業の種類」の（ ）内の数字は「学校

教育法施行規則等の附則第 2 条（経過措置）」に基づいて用いる授業時数を記載している 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

64人 3人  4.9％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更、病気、家庭事情 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任は、定期的な個人面談および日々の授業・生活場面での観察を通じて、学生の

学習状況や生活面に不調が生じていないかを把握するよう努めている。 また、年 1回の

保護者会を実施し、必要に応じて保護者と連携を図り、退学につながらないよう早期支援

に取り組む。 

加えて、学園では専門カウンセラーである臨床心理士が定期的に巡回し、学生の心の健康

を支えるための相談（予約制）に対応できる体制を整えている。 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 文化教養専門 造形デザイン学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

 

 

 

 

昼間 
65単位 

 

（2160 単位時間） 

 

3 
単位 

 

（0 

単位 

  時間） 

34 
単位 

 

（540 

単位 

時間） 

0 
単位 

 

（0 

単位 

時間） 

0 
単位 

 

（0 

単位 

時間） 

0 
単位 

 

（540 

単位 

時間） 

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 24人 0人 1人 5人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

あらかじめ定められた「学校教育目標」と「各科の教育目標」に沿って、前期及び後期の授業

計画（シラバス）を授業担当者が作成する。 

授業科目は、次に定める必修科目、自由科目に区分する。 

一 必修科目は、全科目を履修し、評価を受け単位を修得しなければならない。 

二 自由科目は、該当学年において、履修と単位の修得について卒業要件に算入しない科目と

する。 

卒業までに履修する単位数は、2 年課程にあっては必修科目 65 単位とする。 

授業科目の単位数は 1 単位の履修時間を教室内及び教室外を合わせて 45 時間とし、次の基準

により単位数を定める。 

一  講義および演習については、15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

二 卒業制作の授業科目については、「芸術等の分野における個人指導による授業について

は、専修学校が定める時間の授業をもって一単位とする」こと、及び「卒業研究、卒業制作等

の授業科目については、これらの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認めら

れる場合には、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を定めることができる」と定める専

修学校設置基準に鑑み、15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
「講義科目」は、各単元終了時に確認テストを実施し、学期末のテスト【100 点満点】を行う。

また「演習科目」は、【100 点満点】の最終評価点の得点に対し 0.8 を乗じたものに、平常点

【20 点】を加算して算出する。採点基準は、100 点～90 点＝S、89 点～80 点＝A、79 点～70

点＝B、69 点～60 点＝C、60 点未満＝D（不合格）とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
卒業の認定は、以下すべてを満たした者とする。 

その学年を通じ校長の定める出席すべき日数の 10 分の 8 以上に出席し、かつ所定の全教科目

を受験し、その評価がいずれも 60 点以上であること。 

出席日数は、出席すべき日数から欠席日数、欠課・早退３回、および遅刻６回をもって欠席１

日と換算する欠席日数を減じて算出し、校長の定める出席すべき日数の８割以上の出席を満

たすものとする。 

学年を通じ学費を完納していること。 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を敷いて学生個々の個別相談、学習指導を行っている。また、「デザイント

ライアル」は担任が運営する授業として設定されている。主に、この時間を活用し専門分



  

野の学習指導や生活への助言を行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

 

 

（就職指導内容） 

「キャリアガイダンス」を就職担当教員が実施している。また不定期ではあるが企業様に来

校いただき「特別講義」を実施している。後期には学内企業展を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

公益社団法人 色彩検定２・３級 受験希望者なし 

（備考）（任意記載事項） 

令和 7 年度 4 月より開設 

「全課程の修了に必要な総単位数」及び「開設している授業の種類」の（ ）内の数字は「学校

教育法施行規則等の附則第 2 条（経過措置）」に基づいて用いる授業時数を記載している 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

24人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任は、定期的な個人面談および日々の授業・生活場面での観察を通じて、学生の

学習状況や生活面に不調が生じていないかを把握するよう努めている。 また、年 1回の

保護者会を実施し、必要に応じて保護者と連携を図り、退学につながらないよう早期支援

に取り組む。 

加えて、学園では専門カウンセラーである臨床心理士が定期的に巡回し、学生の心の健康

を支えるための相談（予約制）に対応できる体制を整えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 文化教養専門 企画デザイン学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

 

 

 

 

昼間 

 

65単位 

 

（2160 単位時間） 

 

3 
単位 

 

（0 

単位 

時間） 

34 
単位 

 

（612 

単位 

時間） 

0 
単位 

 

（0 

単位 

時間） 

0 
単位 

 

（0 

単位 

時間） 

0 
単位 

 

（468 

単位 

時間） 

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 42人 0人 1人 5人 7人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

あらかじめ定められた「学校教育目標」と「各科の教育目標」に沿って、前期及び後期の授業

計画（シラバス）を授業担当者が作成する。 

授業科目は、次に定める必修科目、自由科目に区分する。 

一 必修科目は、全科目を履修し、評価を受け単位を修得しなければならない。 

二 自由科目は、該当学年において、履修と単位の修得について卒業要件に算入しない科目と

する。 

卒業までに履修する単位数は、2 年課程にあっては必修科目 65 単位とする。 

授業科目の単位数は 1 単位の履修時間を教室内及び教室外を合わせて 45 時間とし、次の基準

により単位数を定める。 

一  講義および演習については、15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

二 卒業制作の授業科目については、「芸術等の分野における個人指導による授業について

は、専修学校が定める時間の授業をもって一単位とする」こと、及び「卒業研究、卒業制作等

の授業科目については、これらの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認めら

れる場合には、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を定めることができる」と定める専

修学校設置基準に鑑み、15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
「講義科目」は、各単元終了時に確認テストを実施し、学期末のテスト【100 点満点】を行う。

また「演習科目」は、【100 点満点】の最終評価点の得点に対し 0.8 を乗じたものに、平常点

【20 点】を加算して算出する。採点基準は、100 点～90 点＝S、89 点～80 点＝A、79 点～70

点＝B、69 点～60 点＝C、60 点未満＝D（不合格）とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
卒業の認定は、以下すべてを満たした者とする。 

その学年を通じ校長の定める出席すべき日数の 10 分の 8 以上に出席し、かつ所定の全教科目

を受験し、その評価がいずれも 60 点以上であること。 

出席日数は、出席すべき日数から欠席日数、欠課・早退３回、および遅刻６回をもって欠席１

日と換算する欠席日数を減じて算出し、校長の定める出席すべき日数の８割以上の出席を満

たすものとする。 

学年を通じ学費を完納していること。 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を敷いて学生個々の個別相談、学習指導を行っている。また、「デザイント

ライアル」は担任が運営する授業として設定されている。主に、この時間を活用し専門分



  

野の学習指導や生活への助言を行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

「キャリアガイダンス」を就職担当教員が実施している。また不定期ではあるが企業様に来

校いただき「特別講義」を実施している。後期には学内企業展を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

公益社団法人  色彩検定３級 受験者数 1人  合格者数 1人         

（備考）（任意記載事項） 
令和 7 年度 4 月より開設 

「全課程の修了に必要な総単位数」及び「開設している授業の種類」の（ ）内の数字は「学校

教育法施行規則等の附則第 2 条（経過措置）」に基づいて用いる授業時数を記載している 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

42人 1人  2.4％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任は、定期的な個人面談および日々の授業・生活場面での観察を通じて、学生の

学習状況や生活面に不調が生じていないかを把握するよう努めている。 また、年 1回の

保護者会を実施し、必要に応じて保護者と連携を図り、退学につながらないよう早期支援

に取り組む。 

加えて、学園では専門カウンセラーである臨床心理士が定期的に巡回し、学生の心の健康

を支えるための相談（予約制）に対応できる体制を整えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 文化教養専門 コミックイラスト学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

 

 

 

 

昼間 

 

65単位 

 

（2160 単位時間） 

 

3 
単位 

 

（0 

単位 

時間） 

34 
単位 

 

（612 

単位 

時間） 

0 
単位 

 

（0 

単位 

時間） 

0 
単位 

 

（0 

単位 

時間） 

0 
単位 

 

（468 

単位 

時間） 

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 142人 1人 4人 6人 10人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

あらかじめ定められた「学校教育目標」と「各科の教育目標」に沿って、前期及び後期の授業

計画（シラバス）を授業担当者が作成する。 

授業科目は、次に定める必修科目、自由科目に区分する。 

一 必修科目は、全科目を履修し、評価を受け単位を修得しなければならない。 

二 自由科目は、該当学年において、履修と単位の修得について卒業要件に算入しない科目と

する。 

卒業までに履修する単位数は、2 年課程にあっては必修科目 65 単位とする。 

授業科目の単位数は 1 単位の履修時間を教室内及び教室外を合わせて 45 時間とし、次の基準

により単位数を定める。 

一  講義および演習については、15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

二 卒業制作の授業科目については、「芸術等の分野における個人指導による授業について

は、専修学校が定める時間の授業をもって一単位とする」こと、及び「卒業研究、卒業制作等

の授業科目については、これらの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認めら

れる場合には、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を定めることができる」と定める専

修学校設置基準に鑑み、15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
「講義科目」は、各単元終了時に確認テストを実施し、学期末のテスト【100 点満点】を行う。

また「演習科目」は、【100 点満点】の最終評価点の得点に対し 0.8 を乗じたものに、平常点

【20 点】を加算して算出する。採点基準は、100 点～90 点＝S、89 点～80 点＝A、79 点～70

点＝B、69 点～60 点＝C、60 点未満＝D（不合格）とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
卒業の認定は、以下すべてを満たした者とする。 

その学年を通じ校長の定める出席すべき日数の 10 分の 8 以上に出席し、かつ所定の全教科目

を受験し、その評価がいずれも 60 点以上であること。 

出席日数は、出席すべき日数から欠席日数、欠課・早退３回、および遅刻６回をもって欠席１

日と換算する欠席日数を減じて算出し、校長の定める出席すべき日数の８割以上の出席を満

たすものとする。 

学年を通じ学費を完納していること。 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を敷いて学生個々の個別相談、学習指導を行っている。また、「デザイント

ライアル」は担任が運営する授業として設定されている。主に、この時間を活用し専門分



  

野の学習指導や生活への助言を行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

「キャリアガイダンス」を就職担当教員が実施している。また不定期ではあるが企業様に来

校いただき「特別講義」を実施している。後期には学内企業展を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

公益社団法人  色彩検定２級 受験者数 1人  合格者数 0人 

        色彩検定３級 受験者数 2人  合格者数 2人 

（備考）（任意記載事項） 

令和 7 年度 4 月より開設 

「全課程の修了に必要な総単位数」及び「開設している授業の種類」の（ ）内の数字は「学校

教育法施行規則等の附則第 2 条（経過措置）」に基づいて用いる授業時数を記載している 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

142人 6人  4.4％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更及び授業料未納 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任は、定期的な個人面談および日々の授業・生活場面での観察を通じて、学生の

学習状況や生活面に不調が生じていないかを把握するよう努めている。 また、年 1回の

保護者会を実施し、必要に応じて保護者と連携を図り、退学につながらないよう早期支援

に取り組む。 

加えて、学園では専門カウンセラーである臨床心理士が定期的に巡回し、学生の心の健康

を支えるための相談（予約制）に対応できる体制を整えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 文化教養専門 マンガ・アニメ学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

 

 

 

 

昼間 
65単位 

 

（2160 単位時間） 

 

3 
単位 

 

（0 

単位 

時間） 

34 
単位 

 

（540 

単位 

時間） 

0 
単位 

 

（0 

単位 

時間） 

0 
単位 

 

（0 

単位 

時間） 

0 
単位 

 

（540 

単位 

時間） 

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 41人 0人 1人 5人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

あらかじめ定められた「学校教育目標」と「各科の教育目標」に沿って、前期及び後期の授業

計画（シラバス）を授業担当者が作成する。 

授業科目は、次に定める必修科目、自由科目に区分する。 

一 必修科目は、全科目を履修し、評価を受け単位を修得しなければならない。 

二 自由科目は、該当学年において、履修と単位の修得について卒業要件に算入しない科目と

する。 

卒業までに履修する単位数は、2 年課程にあっては必修科目 65 単位とする。 

授業科目の単位数は 1 単位の履修時間を教室内及び教室外を合わせて 45 時間とし、次の基準

により単位数を定める。 

一  講義および演習については、15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

二 卒業制作の授業科目については、「芸術等の分野における個人指導による授業について

は、専修学校が定める時間の授業をもって一単位とする」こと、及び「卒業研究、卒業制作等

の授業科目については、これらの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認めら

れる場合には、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を定めることができる」と定める専

修学校設置基準に鑑み、15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
「講義科目」は、各単元終了時に確認テストを実施し、学期末のテスト【100 点満点】を行う。

また「演習科目」は、【100 点満点】の最終評価点の得点に対し 0.8 を乗じたものに、平常点

【20 点】を加算して算出する。採点基準は、100 点～90 点＝S、89 点～80 点＝A、79 点～70

点＝B、69 点～60 点＝C、60 点未満＝D（不合格）とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
卒業の認定は、以下すべてを満たした者とする。 

その学年を通じ校長の定める出席すべき日数の 10 分の 8 以上に出席し、かつ所定の全教科目

を受験し、その評価がいずれも 60 点以上であること。 

出席日数は、出席すべき日数から欠席日数、欠課・早退３回、および遅刻６回をもって欠席１

日と換算する欠席日数を減じて算出し、校長の定める出席すべき日数の８割以上の出席を満

たすものとする。 

学年を通じ学費を完納していること。 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を敷いて学生個々の個別相談、学習指導を行っている。また、「デザイント

ライアル」は担任が運営する授業として設定されている。主に、この時間を活用し専門分



  

野の学習指導や生活への助言を行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

「キャリアガイダンス」を就職担当教員が実施している。また不定期ではあるが企業様に来

校いただき「特別講義」を実施している。後期には学内企業展を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

公益社団法人  色彩検定３級 受験者数 1人  合格者数 1人         

（備考）（任意記載事項） 
令和 7 年度 4 月より開設 

「全課程の修了に必要な総単位数」及び「開設している授業の種類」の（ ）内の数字は「学校

教育法施行規則等の附則第 2 条（経過措置）」に基づいて用いる授業時数を記載している 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

41人 1人  2.5％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任は、定期的な個人面談および日々の授業・生活場面での観察を通じて、学生の

学習状況や生活面に不調が生じていないかを把握するよう努めている。 また、年 1回の

保護者会を実施し、必要に応じて保護者と連携を図り、退学につながらないよう早期支援

に取り組む。 

加えて、学園では専門カウンセラーである臨床心理士が定期的に巡回し、学生の心の健康

を支えるための相談（予約制）に対応できる体制を整えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 文化教養専門 研究科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1年 

 

 

昼間 35単位 

 

0 
単位 

37 
単位 

0 
単位 

0 
単位 

0 
単位 

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 19人 0人 1人 3人 4人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

あらかじめ定められた「学校教育目標」と「各科の教育目標」に沿って、前期及び後期の授業

計画（シラバス）を授業担当者が作成する。 

授業科目は、次に定める必修科目、自由科目に区分する。 

一 必修科目は、全科目を履修し、評価を受け単位を修得しなければならない。 

二 自由科目は、該当学年において、履修と単位の修得について卒業要件に算入しない科目と

する。 

卒業までに履修する単位数は、1 年課程にあっては必修科目 35 単位とする。 

授業科目の単位数は 1 単位の履修時間を教室内及び教室外を合わせて 45 時間とし、次の基準

により単位数を定める。 

一  講義および演習については、15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

二 卒業制作の授業科目については、「芸術等の分野における個人指導による授業について

は、専修学校が定める時間の授業をもって一単位とする」こと、及び「卒業研究、卒業制作等

の授業科目については、これらの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認めら

れる場合には、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を定めることができる」と定める専

修学校設置基準に鑑み、15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
「講義科目」は、各単元終了時に確認テストを実施し、学期末のテスト【100 点満点】を行う。

また「演習科目」は、【100 点満点】の最終評価点の得点に対し 0.8 を乗じたものに、平常点

【20 点】を加算して算出する。採点基準は、100 点～90 点＝S、89 点～80 点＝A、79 点～70

点＝B、69 点～60 点＝C、60 点未満＝D（不合格）とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
卒業の認定は、以下すべてを満たした者とする。 

その学年を通じ校長の定める出席すべき日数の 10 分の 8 以上に出席し、かつ所定の全教科目

を受験し、その評価がいずれも 60 点以上であること。 

出席日数は、出席すべき日数から欠席日数、欠課・早退３回、および遅刻６回をもって欠席１

日と換算する欠席日数を減じて算出し、校長の定める出席すべき日数の８割以上の出席を満

たすものとする。 

学年を通じ学費を完納していること。 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を敷いて学生個々の個別相談、学習指導を行っている。また、「デザイント

ライアル」は担任が運営する授業として設定されている。主に、この時間を活用し専門分

野の学習指導や生活への助言を行う。 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 7人 

（100％） 

0人 

（0％） 

7人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

デザイン制作会社、販売業、製造業 

（就職指導内容） 

「キャリアガイダンス」を就職担当教員が実施している。また不定期ではあるが企業様に来

校いただき「特別講義」を実施している。後期には学内企業展を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

公益社団法人 色彩検定２・３級 受験希望者なし 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

7人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラス担任は、定期的な個人面談および日々の授業・生活場面での観察を通じて、学生の

学習状況や生活面に不調が生じていないかを把握するよう努めている。 また、年 1回の

保護者会を実施し、必要に応じて保護者と連携を図り、退学につながらないよう早期支援

に取り組む。 

加えて、学園では専門カウンセラーである臨床心理士が定期的に巡回し、学生の心の健康

を支えるための相談（予約制）に対応できる体制を整えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「学生納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考 

（任意記載事項） 

コミック総合学科（1・2 年） 200,000 円 860,000 円 170,000 円 令和 8 年度 4 月より開設 

コミック総合学科（3 年） - 660,000 円 170,000 円 令和 8 年度 4 月より開設 

グラフィックデザイン学科 200,000 円 860,000 円 170,000 円  

造形デザイン学科 200,000 円 860,000 円 170,000 円  

企画デザイン学科 200,000 円 860,000 円 170,000 円  

コミックイラスト学科 200,000 円 860,000 円 170,000 円  

マンガ・アニメ学科 200,000 円 860,000 円 170,000 円  

研究科 100,000円 600,000 円 170,000 円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己点検評価結果の公表方法 

あいち造形デザイン専門学校 Web サイト 

「高等教育の修学支援新制度対象校」 

https://www.design.ac.jp  

第三者評価の基本方針（実施方法・体制） 

以下、学校関係者評価の結果の公表をもって代える。 

学校自己評価は、本学の目標・計画について、その達成状況及び達成に向けた取組の状況

等を把握し、次の項目について評価を行う。基準１（教育理念・目的・育成人材像等）、

基準２（学校運営）、基準３（教育活動）、基準４（教育成果）、基準５（生徒支援）、

基準６（教育環境）、基準７（生徒募集と受け入れ）、基準８（財務）、基準９（法令等

の遵守）、基準 10（社会貢献）。 

学校関係者評価委員会は、(1) 学生の保護者、(2) 本学の教育に関係する企業等の関係

者、(3) 本学の卒業生、(4) 教育に関する理解及び識見を有する者、(5) その他校長が推

薦した者、のうちから学校長が委嘱した者をもって組織され、本学が行った自己点検評価

の結果及びそれを踏まえ、今後の改善方策について評価、意見、提案、助言を行う。 

指摘事項のあった項目については、学校自己評価委員長を中心に学校自己評価委員と関係

教職員で改善策を検討し、年度内に実施できるものについては年度内に実施。次年度以降

となるものについては、改善案とともに実施時期を検討する。 

第三者評価の委員 

所属 任期 種別 

㈱山崎デザイン事務所  R8.4.1～  

R9.3.31  

企業等委員  

minako.studio  R8.4.1～  

R9.3.31 

卒業生  

セントラル画材㈱  R8.4.1～  

R9.3.31 

企業等委員  



  

御菓子所しらいし・今池商店街  R8.4.1～  

R9.3.31 

地域等委員  

第三者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

学校関係者評価結果の公表方法  

あいち造形デザイン専門学校Webサイト  

「高等教育の修学支援新制度対象校」  

https://www.design.ac.jp  

（備考） 

第三者評価は、未実施 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
あいち造形デザイン専門学校 Web サイト 

「高等教育の修学支援新制度対象校」 

https://www.design.ac.jp 

 


